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論 文 審 査 結 果 要 旨
近年,日 本の海産漁の増養殖において,多 品種化がすすめられる中で,ブ リ属をはじめとする外国種
苗が輸入され,そ れら導入魚の養殖生け貴からの散逸や遺棄により自然生態系へ広がるケースも認めら
れ,生 態的撹乱が懸念されている。本研究は,養 殖場周辺海域(生 態系)に おける導入種とそれに対応
する在来種の集団遺伝学的特性を査定 し,外 来種導入の潜在的な利点および有害性を評価するとともに
管理手法を開発する事 を目的としている。
第1章 では,マ イクロサテライ トDNA多 型マーカーを検出するためのプライマーシークエンスの開発
を試みている。カンパチを用いて開発 したプライマーシークエンスにより当該種及びその近縁魚類(ブ
リ,ヒ ラマサ,ヒ レナガカンパチ)の マーカーを検出 したところ,遺 伝的多様性はヒラマサが最 も高く,
カンパチ,ブ リ,ヒ レナガカンパチの順に低 くなっていること,遺 伝的類似性については,ブ リとヒラ
マサの2種,カ ンパチとヒレナガカンパチの2種 がそれぞれ相対的に近縁であることを解明 した。
ヒラマサは南北太平洋に広 く分布する回遊魚である。第2章 では,日 本近海およびオセアニア海域で
採取したヒラマサのマイクロサテライトDNAマ ーカーを検出 し,そ れらの集団構造(繁 殖の単位)に 関
する解析を行っている。遺伝的多様性は,日 本およびニュージーランド集団においてやや低 く,オ ース
トラリア集団では高かった。 日本近海集団とオセアニア海域の2標 本群間に遺伝的異質性が確認 された
ことから,両 海域にはそれぞれ独 自の繁殖集団が存在することが強 く示唆 された。
カンパチは,養 殖において使用するため外国(ベ トナム)か ら大量の天然種苗が導入 されている。
第3章 では,ベ トナム産カンパチと日本産カンパチのゲノム遺伝子の構成 と集団間の遺伝的異質性の検
定を試みたところ,両 海域間で明らかな差異が認められ,両 海域の集団がそれぞれ独 自の産卵場に由来
することが示唆 された。ベ トナム産カンパチの養殖利用は,遺 伝的異質集団の導入のケースに当たるた
め,養 殖対象として利用するに際 して,そ の潜在的利点 と有害性について総合的な評価が求められると
した。
第4章 では,カ ンパチ養殖用人工種苗の遺伝的多様性や遺伝子構成の変化を,マ イクロサテライ ト
DNA多 型およびmtDNA制 限酵素切断片長多型マーカーにより評価する試みを行 っている。人工種苗に
おける遺伝的多様性は野生集団に比べて著 しく低下 しており,産 卵 に加わった雌親魚は事実上数個体以
内であ り,集 団の有効なサイズ(Ne)が 限界サイズを大 きく下回っていることを解明 した。
第5章 では,人 工種苗生産において集団の有効 なサイズを限界サイズ以上に維持するための手法開発
調査を試みている。産卵期間に複数回採卵 したところ,そ れぞれの採卵 日の仔魚の遺伝的多様性は低下
しているが,こ れらをプールすると親の集団と同じレベルに維持できることを明 らかにした。
本研究では,外 来種苗の利用および人工種苗の遺伝的管理手法に関する指針を提案 している。また,
ブリ類の集団構造に関 して科学的新知見が多 く含 まれてお り,野 生集団の遺伝的保全 に関して現時点に
おいて説得力のある指針を示したことの保全生物学的意義は大きい。よって,審 査員一同は本論文の著
者を博士(農 学)の 学位 を授与するに値するものと判定 した。
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